
まちづくり地区懇談会（松島区）会議録 

 

地区名：松島区 

日時：平成28年10月24日（月）19：00～20：40 

会場：松島コミュニティセンター １階第２・３会議室 

町参加者：町長・副町長・中村課長・山口室長・今井課長・田中係長・平澤係員 

小笠原地域支援スタッフ 

参加人数：37人（男性33人：女性４人）※町・主催者、報道機関を除く 

報道機関：－ 

 

１ 開会（司会：今井課長） 

２ 区長あいさつ 

   町の中心で一番大きな区。区をよくしたいという熱の入れ方が大切。 

   今日は町からの説明を伺って、多くの意見、質問をお願いしたい。 

３ 町長あいさつ 

   町の状況、区の状況について説明する中で提案いただきたい。 

また、第５次振興計画について説明し、全体の方向性を見据えながら実行に移し

ていきたい。 

   地方創生について町として２つの要点がある。 

   ①人の流れを地方へ戻すための少子高齢化への対応 

   ②市町村間の競い合いであり、国も頑張っている市町村には支援している。 

    上伊那の中でも競い合っている一方で、広域連携しなければならない部分もあ

る。 

また、松島区は人口 6,000人余の町のリーダー的な区。木下、沢を含めると、３

区で 15,000 人を超える。これらの区の住民の意見が町の意見を反映していく。

大きさゆえのメリット、デメリットがあるが、町の課題として捉えていきたい。 

４ 町出席者の紹介 

５ 区・町の話題（平澤） 

６ 質疑・懇談（19:20～20:35） 

主な発言：※要約・箇条書きにて記録 

区長）空き家対策について 

 空き家対策に対する具体策は。サロンなど歩いて行ける距離にあるといいので、そう

いったことにも活用できないか。中心部は空き家が多く、高齢者が多い状況。 

町長） 

27 年度に空き家と思われる 1,000戸を調査し、約 420 戸が該当した。 

うち 27 戸の特定空き家（老朽化）は、処分の方向へ誘導したい。残り約 400 戸につ



いては、資産として有効活用できれば。ひとつとして、空き家バンクに登録し、一定要

件を満たせば一部補助金の対象となる。また、サロンとしての活用は、高齢者、子ども

などの寄合として検討。活用に際しては所有者の意向もある。 

松島の旧道沿いにも空き家があるが、実際に求めている人は景観を一番に求めており、

難しい面もある。 

 

区長）人口減少、高齢化による人材不足、常会の統廃合について 

 人口減少、高齢化により役の成り手がいない。勤めも 65 歳まで働く人が多くなり、

仕事の理由で引き受けられない人が増えてくる中、65歳以上の人たちで担っている。 

 例として、民生委員も 75歳以下の年齢制限があり、回り番になってしまっている。 

 このような課題に対して先手を打ってほしいのと、区も仕事が増えてきており、大変

である。町も考えてほしい。 

町長） 

 区の業務には、区の独自運営の部分と町との協働による行う部分がある。町としても

区に対してできるだけ身軽にしてあげなければいけないと思う。また区業務の効率化や

第三者が業務を担うことも考えられる。 

 また区への加入がこの問題の底辺にある。例として大出山口では若い人が出ていって

しまい、常会の統廃合が検討されている。常会の単位をどうするかも課題。 

区長） 

 常会によっては動ける人が 10 人を切るところもある。これまで区内でも統廃合が検

討された経過があるが、昔の流れを知っている人もいてできていない。 

町長） 

 町としても直接関与できない問題である。 

 

参加者）振興計画、少子化、人口減少について 

・区のキャッチフレーズにも「安心と安全」とあるが、安全は目標であり、安心は結果

であり手段と方法に触れられていないことから焦点がぼやけており、絵に描いた餅であ

る。計画を策定するにしても、区は実働部隊であり、取り組みやすい中身にする必要が

ある。 

・松島には保育園が一つであり、子育てに関する情報が集約される場所。 

 また、南箕輪村の人口が増えている要因として、土地価格のことがある。 

 若年層を増やすためには、保育園などでの情報発信などの対策を。 

・人口減少で困るのは町。区は世帯数の減少が区費の減少につながり、区の運営に影響

する。人口推計はされているが、世帯数の推移も必要。 

町長） 

・「安全と安心」は手段と結果。言葉としてどこでも使っているが、住民が実感できる



よう明示していきたい。 

・南箕輪については、具体的に分析しなければならないが、土地価格のことも一つ。 

 また、南箕輪村は伊那市の周辺部の位置づけで人口が減少する要素がないことも一つ。 

・税金が少なくなれば町は住民サービスの低下につながる。一方で、区の運営に関わる

世帯数については、確認させてほしい。 

 

参加者）区政のチェックについて 

 具体的なまちづくりを進めるにあたって、区に対してのＰＤＣＡは町が行うのか。 

町長） 

 町に関わる部分は行うが、区の事業に対して町が口を出しにくい。見直しも含めて区

長を中心にお願いしたい。 

参加者） 

 専門である町にチェックをしてもらいたい。 

町長） 

 中身は区で担当いただきたいが、停滞することもあるため連携しながら進められれば。 

 

参加者）人口減少、常会について 

 なぜ若い人が出ていってしまうか、町民では分からない。他市町村からのチェックや

事例を通じて検討してみては。 

 また、住民がこの問題について議論するにしても情報がない。議論の根拠となるもの

が欲しいし、町も分析して選択肢を出してほしい。 

 北３常会は若い人が多いが、活力がない。もっと町にも常会単位で入ってもらい、情

報共有を図れれば。 

 また、若い人は常会に入る理由が見つからない。困っていない。 

 若い人が入らなければ活性化しない。 

町長） 

 難しいこと。若い人は家族を大切にしている。でも地域は大切にしていない。興味が

ない。 

 

参加者）グラウンドの整備について 

 ソフトボールで 15年連続で全国大会に出場し、箕輪のこともＰＲしている。 

 大会で各地に行っているが、全国大会が開催できるグランド（４面）がほしい。 

 番場は１面しかとれないし、狭い。 

 伊那市や南箕輪村とも連携していくつかの会場で行えれば。そのなかで箕輪にはない

ので、長田近辺などはどうか。大学などの合宿にも使えるし、特産品のＰＲにもつなが

るので検討を。 



町長） 

 現在中規模の大会は伊那市などとともに行っているが、現状では伊那市と組んでも大

きい大会は難しい。４面は難しいか。 

 

参加者）図書館、商工会館、ＪＡ周辺の再開発について 

 図書館や商工会館、ＪＡ付近の話はどうなっているか。 

町長） 

 図書館は、１～２年先の話ではない。現図書館は耐震化が必要なので、今年度耐震化

を行う。新しい図書館ができれば、現施設は別の用途にする。 

 また、新図書館は町長就任前にＪＡ周辺に整備する案であったが、その後検証を行い、

場所ありきでありコンセプトがみえなかったため、今の時代にふさわしいものにしたい

ことから止まっている。また、整備費も標準的な 2,000 ㎡で 12～15 億を見積もってお

り、優先課題のなかでは時間がかかる。 

 優先課題の中でまず今年度整備を始める沢保育園が８億円。木下保育園が 12 億円。

合わせて 20 億円となり、子育てが最優先となる。そのほかに体育館や博物館もあり、

次のハード整備については内々で検討している段階。 

 また、図書館は各市町村にあるが、本当に各市町村に必要なのかも検討。 

参加者） 

 ＪＡの話は松島としていい話だったが、街中の有効活用について情報提供いただきた

い。 

町長） 

 ＪＡの話は地域の盛り上がりが聞こえてこなかった。 

 

参加者）多目的施設について 

 妻等とも話しているが、常会単位で話してもらい、いろんな意見が出れば。 

 図書館は各市町村に必要か疑問に思うなかで箕輪らしい多目的施設を。 

町長） 

 町民の意見を伺っていきたい。 

 

区長）特産品について 

 箕輪の目玉になるものを創ってみては。あったらいいと思うものを。 

副町長） 

 町として発信できるものを若い職員を中心に検討している。 

区長） 

 町民が不便に感じているものはないか。他のところへ行かなければ困ることはないの

か。 



副町長） 

 豊島区の副区長が、箕輪にはいいところがたくさんあると挙げたが、ＰＲに行った職

員はいくつかしか挙げられなかった。自分たちでは気づかない部分もある。もっとＰＲ

できるようにしたい。 

 

参加者）宅地について 

 エプソングランド周辺の宅地をエプソンやＫＯＡの従業員が購入した。工場の近くに

住みたいということからではないか。 

箕輪は大きな工場があり、何千人もの人が勤めている。従業員も宣伝マンであり、そ

ういった人たちにＰＲすることで、宅地の需要も増えるのでは。また、近くの農地で町

民菜園のようなこともできるのでは。 

 

参加者）住民の集う場などについて 

 近所のティユールには利用者が増えており、またみのわーれなども出来て集いの場の

需要が増えているのでは。図書館などの施設に関連して、松島コミュニティにも図書館

の休みの日など中学生がきて勉強している。カフェなど子どもたちも使える環境整備を

総合的に考えてほしい。 

 また、松島コミュニティも利用頻度が高く、多くの世代が利用する情報集積地でもあ

る。経営感覚を持った施設運営を。 

・保育園の待機児童はいるか？ 

町長） 

 町民全体を対象に総合的に考えなければ。 

 また障がい者が外に出られる環境は必要。 

 待機児童はいない。ただし、松島が満員のときは他の保育園に誘導することはあるが

待機ではない。 

 

７ まとめ  

町長） 

 箕輪の昼間人口と夜間人口はほぼ同数。働く場もあり、住みやすい環境と考える。 

 松島では４号線で都市計画と農振が分かれているが、地価など見極めが必要であり、

土地利用については考えていきたい。 

 

８ 閉会（20:40） 


